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交差点事故をなくそう
歩行者・自転車 再確認

確認してから・・・ハンドル操作
すべての操作は・・・必ず、確認してから行いましょう

『このくらいは・・・だいじょうぶだろう』
過信と油断は、事故のもと

『かもしれない』･･･を習慣にして
『事故ゼロ』に

事故防止のため 「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

留萌 ユニック車、ブームを上げたまま走行
高さ7.5ｍの信号機の柱が国道上に横倒し

巻き込まれた人や車はなし
◇作業終了後は、ブーム格納してアウトリガーしまって、忘れものないか確認する◇

◇ユニック車 ブームの戻し忘れに注意しましょう◇
２０２４／７／１６（火）

高さ７．５ｍの信号柱が国道に横倒しになりました。
１６日午前９時ごろ、留萌市船場町の交差点で、ユニック車が走行中、クレーン部分が電線に接触しました。接

触したはずみで電線がつながる高さ７．５メートルほどの信号機の柱が根元から折れ、国道の２車線をふさぐように
して倒れました。ユニック車の男性運転手にケガはなく、巻き込まれた人や車はありませんでした。警察は、ク
レーンのアーム部分を伸ばしたまま走行し、電線に引っかかったとみて調べています。

緩いカーブ
軽乗用車が、センターラインはみ出し？

大型トラックと正面衝突
軽乗用車の83歳女性死亡

◇デイ・ライトで知らせよう・・・自分の存在 はみ出し、正面衝突事故防止◇
◇『カーブ』の手前は・・・十分に、「スピード」を落として走行しましょう◇

◇カーブで曲がりきれず、対向車線にはみ出して◇
◇正面衝突や路外逸脱事故になる前に、スピードダウンを ◇

２０２４／７／１６（火）
１６日午後４時過ぎ、長野県の県道で軽乗用車と大型トラックが正面衝突する事故があり、軽乗用車の女性（８３

）が病院に搬送されましたが、死亡が確認されました。大型トラックを運転していた男性（４６）にけがはありま
せんでした。現場は緩いカーブの片側１車線の道路で、軽乗用車がセンターラインをはみ出したとみて事故の
詳しい原因を調べています。

医療機関の送迎車が電柱に衝突
「次のルートを考えていて・・・、前を良く見ていなかった」

高齢者9人搬送
◇死亡事故の内、考え事や脇見などで◇

◇前方をよく見ていなかった、「ぼんやり運転」が、約6割に達する◇
２０２４／７／１６（火）

１６日午前９時すぎ、青森県の町道で中型の乗用車が単独で道路左側の電柱に衝突しました。警察によりますと
、車は医療機関の送迎車で、乗っていた高齢者９人全員が病院に搬送されました。けがの程度は分かっていませ
んが、いずれも意識はあるということです。運転手にけがはありませんでした。病院の聞き取りに対し、運転手
は「次のルートを考えていて、前を良く見ていなかった」と話しています。現場は中央線のない直線道路で警察
が事故の原因を調べています。


